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能登半島地震発生から３カ月が経ちました。当院では被災患者を積極的に受け入れてまいりまし

たが、現在（３月末）までに計１１０名以上の入院患者をはじめ、透析患者や１.５次避難所（いしかわ

総合スポーツセンター）からの受診者など多数の外来患者を受け入れることができました。

この間、全国の済生会病院から支援の看護師（１月１２日～現在）・薬剤師（１月２５日～３月２２日）・

医師（１月２９日～２月９日）を派遣していただきました。この紙面を借りて改めてお礼を申し上げます。

また、２月１４日には、済生会総裁の秋篠宮皇嗣殿下が当院をご訪問され、被災患者や支援看護師

などにお声がけをいただきました。総裁のご訪問は私たち職員にとって大変名誉なことであり、多くの

職員が勇気づけられました。

当院は今後も引き続き、１.５次避難所の医療的な後方支援を中心に、被災患者に必要な医療・福

祉を提供してまいりたいと思います。

そんな中、当院では新入職員37名をお迎えすることができました（写真）。数ある病院の中から当院

を選んでいただいた方々に感謝申し上げますとともに、一日でも早く仕事や職場に慣れて、自身の専

門性を発揮され、与えられた役割を果たされることを期待しております。

石川県済生会金沢病院

院長 荒木 勉

本年度の当院の活動方針（次頁）と

しては、「地域医療への貢献」、「医療

の質向上と働きやすい職場作り」、

「単年度黒字化の達成」を柱とし、４月

からの医師の働き方改革や６月から

の診療報酬改定にも適切かつ迅速に

対応してまいりたいと思います。

今後とも、連携をいただく皆様方に

は、当院への変わらぬご指導、ご支

援を賜りますようお願い申し上げまし

て、新年度に当たってのご挨拶とさせ

ていただきます。

１頁（新入職員の集合写真）

２頁（令和６年度病院事業重点活動方針）
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心臓リハビリテーション導入！

令和６年３月１日（金）から心大血管疾患リハビリ

テーション料（心リハ）の施設基準を取得しました。

循環器内科 診療部長の大江先生を中心にした心

リハチームで、心臓病や末梢動脈疾患の患者さん

に全人的な医療を提供します。他院との連携を図

り、対象患者さんを多く受け入れ、当院の新たな

強みとなるようチーム一丸となって取り組んでまい

ります。

訪問リハビリステーション開設

４月１日（月）、当院の一事業として訪問リハビリス

テーションを開設しました。

訪問リハビリとは医師の指示の下、療法士がご自宅

まで伺い、退院後の生活が安全に継続できるようにA

DL動作の獲得や環境調整、コミュニケーションの検

討・指導、介護指導などを行います。

メンバーは理学療法士の古矢さん、村谷さん、言語

聴覚士の山本さん、ニチイの石井さんです。昨年度

まで医療安全対策室で使っていた部屋が訪問リハビ

リステーションの場所になりました。

今後も利用者さん、ご家族の思いに寄り添いながら、

ご自宅でのリハビリテーションを提供していきます。

被災者の方への支援物資をお渡ししています

元日の能登半島地震発生後から、当院では多くの被災

された患者さんを受け入れています。

当初、入院される被災者の方は着の身着のままで、ご家

族とも連絡が取れず、入院中に必要な物をそろえられな

い状況の方も多くいらっしゃいました。そこで、生活困窮

者支援事業推進委員会で話し合い、急遽、職員から支援

物資を募集しました。衣服や肌着、靴下、タオル、毛布な

ど入院中の方だけでなく、外来に受診している方、避難所

にいるご家族にもお渡しし、避難生活の一助になるよう活

動しています。

被災者の皆さんに何ができるのか戸惑いながらの日々ですが、被災者の方、お一人お一人の事情

に応じた支援が届くよう関わっていきたいと思います。
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